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大和中学校１年生の取組についてです。
地元にある果実の森公園さんと協働して、有料で行うイベント開発に取り組みま
した。

１年間の取組の大きな流れです。

2



取組をはじめるにあたって、まず、小学校で学習したことの振り返りをしました。
地域にある魅力を多く学んでいました。
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※スライドの右上にその時間で育成を目指す、または発揮する資質・能力を載せ
ています。

地域支援員さんから、前年度までの大和中学校の先輩方の取組について紹介して
もらいました。
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協働して取り組んでくださる企業である「果実の森公園」の運営者さんを紹介し
た後、
運営者さんから、「果実の森公園を使って、大和町を盛り上げる素敵なイベント
を考えてください。」と依頼を受けました。

生徒の振り返りには、「大和町の人たちを笑顔にしたり、楽しませたりするよう
にし、協働開発を頑張りたい」とあり、地元である大和町を盛り上げたいという
気持ちを強く持った様子が伝わってきました。

5



イベント開発をするといっても、生徒ももちろん教員も何からすればいいのか分
かりません。
そこで、イベント開発をされている「KOTOYA」さん（小松さん）から、イベ
ントを作るための流れや視点を教えていただきました。
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KOTOYAさんの話をもとに、イベント案を考えるためにした方がよいことにつ
いて考えました。
そして、みんなで果実の森公園の会場下見をすることにしました。
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会場の下見をするときのポイントをみんなで確認しました。
会場の広さや、その場所の良さ、そこから見える景色などを確認しようというこ
とになりました。
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夏休みに果実の森公園の会場下見をしました。
実際に現場を見て、色んなイベント案が浮かんだようです。
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会場の下見をもとに、夏休み中にイベント案を考えました。
個人で考えた案もあれば、２～３人で協力して考えた案もありました。
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夏休みに生徒が考えた案をまずはクラス内で協議して、９つに絞りました。

９グループに分かれ、それぞれのイベント案の特徴をまとめたプレゼン資料を完
成させ、果実の森公園の運営者さんをはじめ、大和中の取組を支えてくださって
いる地域の方々へ、考えたイベント案のプレゼンをしました。
プレゼンをする際には、イベントに来て頂きたいターゲットやイベントのおすす
めポイントなど、ウリとなる視点を明確にして伝えることができました。

プレゼン発表後に、地域の方々が開発を進めるイベントについて協議され、果実
の森公園の運営者さんに発表していただきました。
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開発を進めるイベントが決まって喜んでいるのも束の間です。
新たに、地域の方から８つのミッションが生徒に与えられました。

それは、
①１年を通して撮影できる映えスポット
②撮影したくなる果実のパネル
③いちごを使った目玉競技
④いちごパフェのレシピ
⑤果実をテーマにした参加型のアート
⑥イベント当日に流す音楽の選曲
⑦いちごを使わないサブイベント
⑧大和町や果実のことに詳しいゲストによるﾄｰｸｲﾍﾞﾝﾄ

を考えることです。

ミッション７の「いちごを使わないサブイベント」を考えるミッションは、
生徒の振り返りの中に、「イベントがいちごに関するものばかりだと、いちごが
好きではない人がきてくれないのではないか」というものがあり、
このことを地域の方に情報提供し、このミッションを加えて頂きました。

※【イベント当日について…「 」内は実施したイベント】
①②は、「果実のパネルの映えスポット：無料」
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③は、「いちご障害物競争」
④は、いちごパフェの販売
⑤は、「プラ板のキーホルダー」
⑥は、３世代が楽しめる曲の選曲。ただし、当日は著作権の都合でパラディー

ゾさんに依頼。
⑦は、「りんごの積み上げ」と「クロスワード」
⑧は、「運営者と園⾧によるトークイベント：無料」
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クラスを９つに分け（サブイベントは２班、それ以外は１班）、それぞれのミッ
ションに対する最適解を考え、
改めて地域の方々にプレゼンをしました。

プレゼンするときには、なぜこのアイディアにしたのかについて、
自分たちの思いやインターネットで調べたデータをもとにスライドの作成をしま
した。

いちごを使わないサブイベントは、
会場を散策する必要のあるクロスワードと、
りんごの積み上げ大会を提案しました。
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ミッションの最適解のプレゼンをした後に、ブラッシュアップに取り組みました。
その際、地域の方々に各グループに入っていただき、生徒と地域が一体となって
イベント開発に取り組みました。

※生徒はアイディアを出すが、本当にそのアイディア通りにできるかどうか判断
できないものがある。
例えば、「目玉競技」のいちご障害物競争の中には、いちごを食べて品種を当

てるというアイディアを出しているが、いちごを用意できるかどうかは果実の森
公園でないと判断できない。
そのため、地域の方々にも各グループに入っていただいた。

14



ある程度、どのようなイベントを実施するか決まったところで、
どこで、どのようなイベントが行われるのかが伝わるイベント名の考案をしまし
た。
その際、（株）KOTOYAさんから頂いたイベントに関する資料などを参考にし
ました。

その結果、フルーツを使うということ、果実の森公園で行うということが伝わる
「フルーツFestival in 果実の森～Spring2023～に決定しました。
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開発するイベントとイベント名が決まりました。
しかし、これだけではまだお客さんが集まりません。
お客さんを呼ぶために、これからした方がよいことを考えました。

ここにあるように、たくさんのアイディアが出ました。
その中でも、生徒が取り組むことは「ポスター」「ラジオ」「町内放送」としま
した。
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まずは、ラジオ放送についてです。
講師としてFMみはらのMCの方に来校していただき、情報を伝えるポイントや
発声の仕方についてお話をしていただきました。

CM形式（50秒程度×６セット）の原稿と、
インタビュー形式（４つの質問）の原稿を考え、学校でFMみはらさんに録音し
ていただきました。

※ＣＭ形式の内容：生徒が何を伝えるとよいか考えた。
ほぼインタビュー形式と同じ内容になった。イベントの具体的な内容が詳しく

なった。

※インタビュー形式の４つの質問
・どんなイベントを開催する予定なのか。
・どのような取組をすすめている、またはすすめてきたのか。大変だったこと

は何か。
・イベントを通して伝えたいことは何か。
・ラジオをお聞きの皆さんへ呼びかけ（意気込み＋「いつ」「どこで」）。
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町内放送でイベント開催の宣伝を行いました。
限られた字数の中で、伝えたい情報が発信できるよう、大和支所で収録しました。
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ポスター制作をするにあたって、
大阪でグラフィックデザイナーをされている方（大和中学校卒業生）にオンライ
ンで講師になっていただき、デザインの基礎について学びました。

ポスターの要素の中でも、タイトルとイラストを考えてほしいという依頼を受け
ました。

19



５グループが「タイトル」と「イラスト」のアイディアを出し、
講師の方にプレゼンをし、評価していただきました。
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ポスター案は、大和中の生徒全員の投票によって決めました。

このポスターは、投票の結果を受けて選ばれたデザインをもとに、
講師の方にブラッシュアップしていただいたものです。

※宣伝の授業の流れは、
①FMみはらの方からの授業
②グラフィックデザイナーの方からの授業
③学級を「ラジオ放送」「ポスター制作」「町内放送」に分けて、同時進行で

取り組みを進めた。

21



サブイベントの「りんご積み上げゲーム」では、果実の森公園の運営者から、廃
材を利用してりんごに見立ててほしいという依頼を受けました。
イベント開催に向けて、イベントに必要なものを作成しました。

SDGｓの視点を取り入れています。
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各グループで取組を進めていきます。

※上段左から、「りんご積み上げゲーム」「参加型アート：プラ板」「映えス
ポット」
下段左から、「クロスワード」「いちご障害物競争」
これ以外として「トークイベント」
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準備が整ったところで、模擬イベントを開催し、改善案を挙げる取組をすること
にしました。
模擬イベントを実施するにあたって、イベントを企画・運営されているCCC（カ
ルチュア・コンビニエンス・クラブ）の方に、
イベントへの心構えや役割分担についての講話をしていただきました。
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体育館を使って、模擬イベントを開催しました。
お客役は、講師のCCCの方、地域の方々、広島大学ボランティアサークルに所属
している学生２名や大和中の先生にしていただきました。

模擬イベントを通して、お客さんが多いときと少ないときの動きの確認や時間配
分など、イベント当日に向けた改善案を多く出すことができました。
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模擬イベント後に、講師の方から気付きを伝えて頂きました。
さらに、生徒自身で改善案を挙げることができました。
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イベントは、令和５年３月４日（土）１０時～１２時に果実の森公園で開催しま
した。
天気にも恵まれ、大盛況でした。
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当日は、広島大学のボランティアサークルの学生１１人や、地域の方々にもス
タッフとしてイベント開催の協力をしていただきました。

生徒は積極的にお客さんに声をかけ、イベントを成功させようと一生懸命取り組
みました。
また、お客さんが子供と大人とでは、声掛けの仕方を変えるなど、相手意識を
もって接客する姿が見られました。
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イベントは、無料のイベント２つ、有料のイベント４つ、全部で６つ行いました。
有料のイベントに参加される方には、500円で４枚綴りのチケットを購入してい
ただきました。
それぞれのイベントを紹介します。

①運営者さん、園⾧さんを呼んで農業についてインタビュー
・無料
・２回開催

②大和町のこと、果実のことを題材にしたクロスワード
・チケット１枚
・クロスワード正解で景品（おこめん∞）
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③果実や動物のプラ板のワークショップ（参加型アート）
・チケット１枚で２個まで作成可
・お客さんが色を塗り、その場で焼いて、チェーンを取り付けてキーホルダーに
する。

④いちごを題材にした障害物走（目玉競技）
・チケット１枚
・ゲームをした時点で、トップ３のタイムになった人（グループ）全員に、景品
（いちご狩り体験券6、いちごパック10、おこめん∞）
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⑤アップサイクルして作ったりんごを積み上げるゲーム
・チケット１枚
・１分で４個以上積み上げたら景品（ジェラート引換券10、ジャム20、おこめ
ん∞）

⑥景色の良い場所で映えパネルで撮影
・無料

およそ300名のお客さんが来られ、チケットは全部で92枚販売することができま
した。

31



模擬イベント後に、講師の方から気付きを伝えて頂きました。
さらに、生徒自身で改善案を挙げることができました。
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このイベントを開催するにあたって、いろいろな企業や地域の方々、そして大学
生と協働して取り組んでいます。
これらの人材をすべて学校が手配することは大変なことです。
大和町にあるおこめん工房の社⾧さん（大和中学校卒業生）が地域お節介集団の
中心となって、連携してくださいました。

※Ｒ５より、「地域法人おせっかいさん」となった。
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